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DOAS法による生活環境圏における
CO2濃度の計測と検証
飯田大貴(茨城大学)，奥出信一郎(千葉大学)，
久世宏明(千葉大学)，桑原祐史(茨城大学)
背景と目的
茨城大学では2007年から茨城県内の11箇所に電子百葉箱を設置しCO2
の定点観測を行ってきた．しかし，定点観測による濃度値は，平面的
にどの程度の範囲を代表する数値であるのか，その空間の被覆や地
形，地域の自然条件や気象など，日々変動する要因によって異なる．
本研究は，DOAS法を用いて2地点間の平均的なCO2濃度を計測し，定
点観測によるものとの比較を通してどの程度の範囲の状況を代表して
いるのかを確認することを目的とした．
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図‐2. 日立市(茨城大学工学部)の百葉箱
現在茨城大学が管理している百
葉箱は，日立，古河，守谷，大
子，潮来，筑西，つくば，高萩，
石岡，常陸大宮，阿見の11カ所で
ある．各観測点において長期的に
CO2の濃度観測を行い，観測され
たデータと土地利用や緑被率との
関連性を考慮することを目的とし
ている．
また，センサの誤差は±30 ppm
である．
図‐1.研究の流れ
簡易センサによる定点観測
DOAS法による長距離観測
DOAS(差分吸収分光)法は大気中の長光路で光を伝搬させ，光路中の微
量成分(CO2濃度等)の平均濃度を観測する手法である．広域，長距離で
計測データを得ることが可能であり，使用する光源を変えることで，
様々な大気中の物質を同時に計測することができるといった利点があ
る．
本研究では，計測方向，計測距離の違いによる濃度変動の特徴を研
究することを目的に，南西方向は日立梅ヶ丘病院の屋上（光路長：往
復約7.4 km）及び，北東方向に日立シビックセンター（光路長：往復約
4.8 km）南方向は茨城県立多賀高等学校（光路長：往復約1.0 km）を対
象とした．
図‐3. 計測地点
本研究では，茨城大学日立キャンパスを中心としてCO2濃度の変動を
観測した．成果は以下の3点である．
①DOAS法によるCO2濃度観測精度を向上させるため，異なる方位に計測
向きを変え，実験を行った．実験の結果，パス間の方角の違いによ
り，太陽光や風向風速などによる影響の受け方に違いがあり，CO2濃度
の変動に特徴が出ることが分かった．
②定点観測の観測範囲の検証を行った．今回の実験を通して，定点観
測では，半径0.5～3.7 km圏内のCO2濃度のおおよその代表値を計測して
いることが確認された．しかしその代表値は計測距離が長くなると自
然環境の影響を受ける範囲が広くなるため，濃度値の差が大きくなる
可能性があることが分かった．
③本実験中，明け方の時間帯に計測を行った際，CO2濃度が極端に大き
くなる現象がみられた．前章でも述べたが，これは太陽光がリフレク
タに重なることによる近赤外光の見かけの減衰が原因であるのではと
いう仮説を示した．この現象に関する学術的事例は少なく，今後この
現象についての対処法を実験的に解決して行くのが望ましい．
計測日 計測距離 計測方角 定点観測 DOAS 差 許容誤差に対する差の占有率
2017/12/20 507 m(多賀高校)
南
(約185°) 491.7ppm 485.4 ppm 6.3 ppm 21 %
2017/9/9~10 2421 m
(シビックセンター)
北東
(約39°) 486.8 ppm 477.7 ppm 9.1 ppm 30.3 %
2017/8/3 3710 m(梅ヶ丘病院)
南西
(約233°) 454.0 ppm 473.0 ppm 19 ppm 63.3 %
2017/11/29 3710 m(梅ヶ丘病院)
南西
(約233°) 496.7 ppm 470.4 ppm 26.3 ppm 87.7 %
表‐1.計測結果のまとめ
BGのデータ
補正後のデー
タ
計測データ
図‐5. 計測データ
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図‐4. 装置概要
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
